





ば，現代の働く既婚女性は，1 日あたり 4 時間
18 分を「家事関連」に費やしており，その時
間は，10 年前（2006 年）との比較で 3 分，20








約 5 割を占める様子が示された。時間数は 2
時間 01 分で，掃除や洗濯に費やす時間の 2 倍
以上である。また，「食事の管理」の時間は，
2001 年と比べれば 8 分減ったが，2006 年と比














































（0 ～ 17 歳の子をもつ母親）が「食事の管理」
にかける時間を比較した。明らかにされたの
は，1）日本のワーキングマザーが，オランダ，














機は，2001 年から 2014 年までの間に，普及率
が 10.4％から 28.4％へと 3 倍近く伸長した。ま
た，掃除の一部を代替する家庭用掃除ロボット
も，2001 年時点では未発売だったが（日本で






の市場規模は 25 兆 7,700 億円であり，ピーク
時（1997 年）の約 29 兆円には及ばないものの，
落ち込みが激しかった年（2011 年）の 22 兆
8,000 億円より，約 3 兆円増加した。また，農
林水産省の調査（2016）によれば，中食産業は
1995 年から 2015 年までの 20 年間で，その市










出所： 総務省「社会生活基本調査（平成 13，18，23，28 年）―詳細行動分類による生活時間に関する結果」を元に，
筆者作成。
　　　（※平成 8 年調査では「食事管理」の統計値が未発表）
2001年 2006年 2011年 2016年










































































































































































調査時期は 2018 年 9 月，（株）クロス・マー
ケティングのモニター登録者である有職・既婚
女性（首都圏在住 20 ～ 50 代）に，「妻票」「夫
票」を組にしてインターネット経由で調査項目
を配布し，妻・夫各 600 人，計 1,200 人から回
答を得た（回収率 33.3％）。また，分析におい
ては，全 214 問の設問中 154 問で 5 段階評価で
の回答方式を用い，相関分析，t 検定共に，「全
くそう思わない」を 1 点，「あまりそう思わな
い」を 2 点，「どちらとも言えない」を 3 点，


























































































































































妻の年齢 0.197 0.173 0 40.21 9.013 0.47
0.175 1 39.17 9.215 0.604
子・有／無 4.984 0.239 0 1.35 0.478 0.025
0.242 1 1.40 0.491 0.032
妻・正規／非正規 19.528 0.004 0 1.65** 0.479 0.025
0.004 1 1.53** 0.5 0.033
妻の年収 13.902 0 0 3.06** 2.485 0.13
0 1 4.06** 3.331 0.218
妻・就労時間数／日 7.09 0.027 0 6.62** 2.188 0.115
0.021 1 7** 1.803 0.119
妻・仕事観／出世 1.264 0 0 2.31** 1.006 0.052
0 1 3.04** 1.136 0.074
妻・仕事観／効率 20.552 0 0 3.5** 0.955 0.05
0 1 4.12** 0.79 0.052
妻・調理意欲 4.925 0.027 0 3.26 1.076 0.056
1 3.38 1.202 0.079
夫・調理意欲 2.15 0.814 0 2.78 1.231 0.064
0.817 1 2.81 1.307 0.086
妻・調理観／外部化肯定 3.887 0.003 0 3.3** 0.924 0.048
0.003 1 3.54** 1.004 0.066
夫・調理観／外部化肯定 1.579 0.034 0 3.21** 0.996 0.052
0.034 1 3.39** 0.999 0.065
妻・調理観／分業化肯定 2.912 0 0 3.19** 0.952 0.05
0 1 3.68** 0.993 0.065
夫・調理観／分業化肯定 5.904 0.085 0 2.95 0.952 0.05
0.091 1 3.09 1.028 0.067
勤務日・外食頻度 1.29 0.624 0 1.85 3.285 0.172
0.607 1 1.73 2.612 0.171
勤務日・中食頻度 1.466 0.731 0 3.42 4.233 0.221
0.729 1 3.30 4.106 0.269
妻・勤務日調理日数／ 週 0 0.231 0 4.40 1.637 0.085
0.229 1 4.24 1.604 0.105
夫・勤務日調理日数／ 週 0.021 0.785 0 0.63 1.311 0.068
0.786 1 0.67 1.352 0.089
妻・勤務日調理時間／ 日 0.157 0.975 0 3.58 1.234 0.064
0.975 1 3.58 1.257 0.082
夫・勤務日調理時間／ 日 8.74 0.102 0 1.51 0.986 0.051
0.124 1 1.67 1.293 0.085
（注）n ＝妻 600 人・夫 600 人（計 1,200 人）
　　　**p ＜ .05
　　　統計ソフトは IBM SPSS StatisticsV25 を使用
出所：筆者作成。
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妻・20代 妻・30代 妻・40代 妻・50代 夫20代 夫30代 夫40代 夫50代
自身の年齢 -0.1 -0.08 .150* 0.137 0.01 -0.104 -0.05 0.085
自身の年収 0.108 0.018 .144* -0.163 0.131 0.017 -0.101 0.034
妻／正規・非正規 0.003 0.028 0.045 -0.15 -0.101 0.008 0.035 0.073
子／有・無 -0.042 -0.106 -.147 0.126 -0.091 0.027 -0.063 -0.09
調理経験 0.123 0.078 .234** .218* .585** .415** .559** .517**
調理理由／好き・得意 .831** .822** .747** .817** .674** .659** .600** .836**
調理理由／子喜ばせたい .328** .303** 0.076 .216* -0.212 .239* 0.114 .341*
調理理由／夫（妻）喜ばせたい .628** .489** .448** .527** .500** 0.195 .272* .563**
情緒／夫（妻）に愛情 .210* .322** 0.106 .294** .246* 0.111 0.1 0.149
志向／性別役割 0.051 0.08 0.068 .258** -.308* -.182* -0.013 -.272**
調理理由／外部化不経済 .302** 0.091 0.061 0.15 0.1 -0.069 0.15 0.091
調理理由／安心・安全 .453** .454** .264** .217* 0.227 0.145 0.198 .392*
.257** 0.113 0.135 0.035 .417** .234** .310** .303** 相関係数
勤務日調理日数／週 4.15 4.37 4.3 4.55 0.56 0.54 0.7 0.75 平均値
1.452 1.564 1.736 1.672 0.963 1.167 1.402 1.512 標準偏差
0.184 0.126 -0.024 0.119 .408** .359** .288** .316** 相関係数
勤務日調理時間／日 3.63 3.5 3.57 3.72 1.74 1.5 1.55 1.64 平均値
1.169 1.248 1.278 1.232 1.244 1 1.09 1.273 標準偏差
-.232* 0.045 -0.061 -0.084 0.199 -0.1 .164* 0.105 相関係数
勤務日外食頻度／月 2.32 2.06 1.67 1.05 2.42 2.2 1.75 1.08 平均値
2.86 3.933 2.553 1.591 2.386 4.072 2.835 1.572 標準偏差
-.383** -0.127 -0.113 -0.131 -0.009 -.251** 0.112 -0.137 相関係数
勤務日中食頻度／月 4.12 3.48 3.14 2.86 3.74 3.65 3.42 2.89 平均値
4.63 4.726 3.704 3.3 4.283 4.62 4.389 3.211 標準偏差
妻・調理意欲 夫・調理意欲
（注）n ＝妻 600 人・夫 600 人（計 1200 人）
　　　**. 相関係数は 1％水準で有意（両側）／ *. 相関係数は 5％水準で有意（両側）
　　　平均値及び標準偏差は，記述統計にて算出








＝ .328」，30 代で「r ＝ .303」と，弱いながら
相関が認められた。また，「手作りは安心・安





係数は，最も低い 40 代で「r ＝ .448」，最も高
い 20 代で「r ＝ .628」である。また，「調理意
欲」と「夫をとても愛している（愛情）」との
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表 4　夫婦愛情タイプ別セグメント
愛情タイプ 度数 妻愛情ダミー 夫愛情ダミー
Type 1 「同床異夢」型 160 0 0
Type 2 「妻偏愛」型 44 1 0
Type 3 「夫偏愛」型 107 0 1


































（注）統計ソフトは IBM SPSS StatisticsV25 を使用
　　　n＝同床異夢型（妻・夫160組）／妻偏愛型（妻・夫44組）／夫偏愛型（妻・夫107組）／相思相愛型（妻・夫289組）

































































愛情タイプ別に上から，「相思相愛 → 夫偏愛 



























同床異夢 妻偏愛 夫偏愛 相思相愛 同床異夢 妻偏愛 夫偏愛 相思相愛
平均値 3.33 3.39 3.33 3.45 3.08 2.84 3.35 3.44
標準偏差 0.873 1.083 0.898 1.013 0.858 0.987 1.020 1.033
平均値 3.39 3.57 3.21 3.4 2.66 2.77 3.09 3.2
標準偏差 0.911 0.925 1.091 1.013 0.869 0.961 1.024 0.979
平均値 1.35 1.59 1.82 2.08 1.35 1.59 1.82 2.08
標準偏差 2.777 3.056 2.565 3.309 2.777 3.056 2.565 3.309
平均値 4.66 4.36 4.41 4.13 0.54 0.77 0.96 0.57






（注）統計ソフトは IBM SPSS StatisticsV25 を使用。
出所：筆者作成。
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